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8日

17日

20日

21日

25～26日

27日

年金友の会赤支部総会（源じいの森）

令和元年度福岡県町村監査委員協議会総会・研修会（福岡市）

福岡県町村議会議長会定期総会（福岡市）

例月出納検査・監査（住民センター）

監査委員行政視察研修（熊本県）

議会運営委員会

赤村議会議員　　　出席行事2月
5～11日

19日

26日

赤村議会第１７回定例会

例月出納検査・監査（住民センター）

田川地区斎場組合議会定例会（田川市）

田川郡東部環境衛生施設組合定例会（田川市）

あか村まち・ひと・しごと総合戦略策定委員会（住民センター）

赤村議会議員　　　出席行事3月

議会広報委員会　委員長/佐武富實　委員/三橋茂敏　大場信司　馬田和博

例月出納検査・監査（住民センター）

例月出納検査・監査（住民センター）
9日 赤村議会新型コロナウイルス対策本部設置

5月赤村議会議員　　　出席行事予定5月4月
8日

21日

議会だより
2020年5月発行

福岡県町村議会議長会定期総会 期日/令和2年1月20日
場所/福岡市自治会館

　福岡市自治会館において開催されました。全国及び福岡県町村議会議長

会表彰に続き、議事が行われました。案件については次のとおりです。

議案第１号　令和元年度会務報告
議案第２号　平成30年度福岡県町村議会議長会歳入歳出決算の認定
議案第３号　令和２年度福岡県町村議会議長会事業計画および歳入歳出予
　　　　　　算（案）

議案第４号　各郡提出要望
※　要望については 11 郡より提出されました。田川郡は、平成 29 年 7

月九州北部豪雨災害の復旧・復興に係る要望として、公共土木施設、

農地、農業用施および林道の速やかな復旧に必要な事業予算の確保、

事前防災・減災に向けた効果的な治山対策の推進、JR 日田彦山線の

早期復旧の実現など、4項目にわたり提出されました。

議案第５号　決議
　１　地方創生の更なる推進

　１　地方自治の確立

　１　地域活性化対策等の推進

　１　議会の機能強化及び多様な人材を確保するための環境整備

　１　農林水産業の再生等総合的な農山漁村対策の推進

　１　防災対策の充実強化

　１　平成29年7月九州北部豪雨災害の復旧・復興

　これらの議案は満場一致をもって可決されました。

赤村議会議員　　　出席行事

新型コロナウイルス感染防止のため、手洗い・うがいをし、密閉・密集・密接を避けましょう
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議案等
番　号

件　　　　名 内　　　　　容 結
果

　地方自治法第243条の3第2項の規定により、令和2年度
赤村土地開発公社事業計画を報告するものです。

令和２年度赤村土地開発公
社事業計画について

報 告
第1号

　地方自治法第243条の3第2項の規定により、令和2年度
一般財団法人源じいの森事業計画を報告するものです。

令和２年度一般財団法人源
じいの森事業計画について

報 告
第2号

　令和2年7月19日に農業委員会委員の任期が満了すること
に伴い、あらかじめ農業委員のうち認定農業者などが過半
数を満たすことを要しないことについて同意するものです。

赤村農業委員会委員の任命に
つき認定農業者などが委員の
過半数を占めることを要しな
い場合の同意について

同 意
第1号

　赤村農業委員会委員　三橋　誠　氏の任期が7月19日に
満了することに伴い、同氏を任命同意するものです。

赤村農業委員会委員の任命
につき同意を求めることに
ついて

同 意
第2号

　赤村農業委員会委員　壽﨑祥子　氏の任期が7月19日に
満了することに伴い、同氏を任命同意するものです。

赤村農業委員会委員の任命
につき同意を求めることに
ついて

同 意
第3号

同
　
　
　
　
意

可
　
　
決

　赤村農業委員会委員　川上　巖　氏の任期が7月19日に
満了することに伴い、同氏を任命同意するものです。

赤村農業委員会委員の任命
につき同意を求めることに
ついて

同 意
第4号

　赤村農業委員会委員　道　壽子　氏の任期が7月19日に
満了することに伴い、同氏を任命同意するものです。

赤村農業委員会委員の任命
につき同意を求めることに
ついて

同 意
第5号

　赤村農業委員会委員　在津圭太　氏の任期が7月19日に
満了することに伴い、同氏を任命同意するものです。

赤村農業委員会委員の任命
につき同意を求めることに
ついて

同 意
第6号

　赤村農業委員会委員　釘崎幹子　氏の任期が7月19日に
満了することに伴い、同氏を任命同意するものです。

赤村農業委員会委員の任命
につき同意を求めることに
ついて

同 意
第7号

　赤村農業委員会委員　中村宏幸　氏の任期が7月19日に
満了することに伴い、新たに　荒尾峰雄　氏を任命同意す
るものです。

赤村農業委員会委員の任命
につき同意を求めることに
ついて

同 意
第8号

　赤村農業委員会委員　小林利夫　氏の任期が7月19日に
満了することに伴い、同氏を任命同意するものです。

赤村農業委員会委員の任命
につき同意を求めることに
ついて

同 意
第9号

第17回赤村議会定例会 期日・令和2年3月5日～11日

　第 17 回赤村議会 3 月定例会は、3 月 5 日に招集及び開会し、議長報告、村長報告、村事務報告、教育委
員会事務報告、村長の施政方針演説が行われた後に、同意案件10件、指定管理者の指定1件、計画の変更１件、
工事の変更請負契約締結１件、条例に関するもの 9件、補正予算４件、当初予算 5件、専決処分の承認 1件、
合計 32案件が提出され、慎重審議を行った結果、全員一致で可決して 3月 11日に閉会しました。

　赤村農業委員会委員　松本國廣　氏の任期が7月19日に
満了することに伴い、同氏を任命同意するものです。

赤村農業委員会委員の任命
につき同意を求めることに
ついて

同 意
第10号

　大内田研修センターの指定管理者の指定が令和2年3月
31日で期限を迎えるため、令和2年4月1日から新たに今
後10年間の指定を行うものです。

公の施設（大内田区　大内
田研修センター）に係る指
定管理者の指定について

議 案
第1号

　過疎地域自立促進計画の総合的な実施を行うため、本計
画に関する事業を追加するものです。

赤村過疎地域自立促進計画
の変更について

議 案
第2号
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議案等
番　号

件　　　　名 内　　　　　容 結
果

　特産物センタートイレ改修工事の工期を変更するため、
変更請負契約を締結するものです。

特産物センタートイレ改修
工事変更請負契約の締結に
ついて

議 案
第3号

　部落差別の現状が変化する中、国が法律の公布をしたこ
とにより、赤村においても部落差別の解消を積極的に推進
するため制定するものです。

赤村部落差別の解消の推進に
関する条例の制定について

議 案
第4号

　行政区の要望により実施しようとする集会所等の新築ま
たは改築の費用に充てるため、地方自治法の規定に基づき
徴収する分担金を定めるため制定するものです。

赤村集会所等整備に係る受
益者分担金徴収条例の制定
について

議 案
第5号

　事務の効率化を図るため、条文の整理および改正を行う
ものです。

赤村課設置条例の全部を改
正する条例の制定について

議 案
第6号

　地方自治法および地方公務員法の一部を改正する法律が
令和２年４月１日から施行されることに伴い、会計年度任
用職員制度が導入されることにより、規定を整備するため
改正するものです。

議会の議員その他非常勤の
職員の公務災害補償に関す
る条例の一部を改正する条
例の制定について　

議 案
第7号

　地方自治法および地方公務員法の一部を改正する法律が
令和２年４月１日から施行されることに伴い、会計年度任
用職員制度が導入されることにより、規定を整備するため
改正するものです。

特別職の職員で非常勤のも
のの報酬および費用弁償に
関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議 案
第8号

　令和２年度税制改正により、国民健康保険法施行令の一
部を改正する政令が令和２年４月１日から施行されること
に伴い、国民健康保険税の賦課限度額などに関する規定の
見直しを行うため改正するものです。

赤村国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定
について

議 案
第9号

　民法の一部を改正する法律が令和２年４月１日に施工さ
れることに伴い、規定の整備を行うため改正するものです。

赤村営住宅設置および管理
条例の一部を改正する条例
の制定について

議 案
第10号

　水道法の一部を改正する法律が令和２年４月１日から施
行され、指定給水装置工事事業者の指定の更新制度が設け
られたことに伴い、規定の整備を行うものです。

赤村水道事業給水条例の一
部を改正する条例の制定に
ついて

議 案
第11号

可
　
　
　
決

　特産物センター関連施設について指定管理者の一体的な
管理を行うため「赤村農と食の交流館」に関する条例の廃止
をするものです。

赤村農と食の交流館の設置
および管理運営に関する条
例を廃止する条例について

議 案
第12号

　国民健康保険特別会計については3千5百36万1千円の
減、総額4億2千63万3千円とするもので、医療費の動向
に伴う予算減となったものです。

令和元年度赤村国民健康保
険特別会計補正予算（補正
第２号）

議 案
第14号

　精査簡易水道特別会計は5百11万9千円を追加し、総額
5千4百26万4千円とするもので、水道整備基金への積立
額の予算増です。

令和元年度赤村簡易水道特
別会計補正予算（補正第３
号）

議 案
第15号

　後期高齢者医療特別会計は4百5万3千円の減、総額4千
7百83万3千円とするもので、保険料負担金の減額となっ
たものです。

令和元年度赤村後期高齢者
医療特別会計補正予算（補
正第１号）

議 案
第16号

　令和元年度一般会計補正予算、補正第4号につきましては、
1千百11万5千円を減額し、総額33億2千8百91万8千円と
するもので、減額となった大きな理由は、元年度事業量の確
定に伴い事業費の精査を行った結果によるものですが、赤小
中学校の情報通信ネットワーク環境施設整備事業などの追
加、基金への積立について増額となった予算もあります。

令和元年度赤村一般会計補
正予算（補正第４号）

議 案
第13号

　歳入・歳出予算総額それぞれ29億5千5百89万8千円で
前年度比5.21パーセントの減額となっています。高齢者
安全運転装置設置促進事業補助金、保育所等整備事業費補
助金、農業次世代人材投資事業補助金、林道舗装工事、岩
石登山道整備工事、道路改良舗装工事、学力補充学習経費、
ICT教育支援業務委託ほか様々な事業を行うものです。

令和２年度一般会計予算
議 案
第17号
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○…賛成　　×…反対　　△…挙手しない賛否の内容

議　　　案　　　名番　号 春
本
敏
典

馬
田
和
博

大
場
信
司

三
橋
茂
敏

佐
武
富
實

原
　
隆
康

小
林
　
慧

浦
野
良
一

中
村
勇
紀

○同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委員長  大場　信司
総務文教常任委員会報告 産業経済厚生等常任委員会報告

委員長  三橋　茂敏
　本定例会において、産業経済厚生等常任
委員会に付託された案件を慎重審議した結
果、議案第14号および15号、16号、18号、
19号、20号、21号は可決することに決定
しました。

　本定例会において、総務文教常任
委員会に付託された案件を慎重審議
した結果、議案第13号および17号は
可決することに決定しました。

議　　員　　の　　賛　　否

赤村農業委員会委員の任命につき認定農
業者が委員の過半数を占めることを要し
ない場合の同意について

赤村農業委員会委員の任命につき同意を
求めることについて（９人）

同　意
第 1号

同 　 意
第2号～第10号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設（大内田区　大内田研修セン
ター）に係る指定管理者の指定について

議　案
第 1号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤村過疎地域自立促進計画の変更につ
いて

議　案
第 2号

特産物センタートイレ改修工事変更請
負契約の締結について

議　案
第 3号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○赤村部落差別の解消に関する条例の制
定について

議　案
第 4号

議案等
番　号

件　　　　名 内　　　　　容 結
果

　国民健康保険特別会計の歳入・歳出予算総額はそれぞれ
4億6百42万2千円で、前年度比4.70パーセントの減額と
なっており、保険事業納付金は増加したものの、被保険者
数が減少したため、療養給付費等の減によるものです。

令和２年度赤村国民健康保
険特別会計予算

議 案
第18号

　簡易水道特別会計の歳入・歳出予算総額はそれぞれ3千
9百66万7千円で、前年度比12.45パーセントの減額と
なっており、昨年度に管路整備計画の策定が終了したこと
によるものです。

令和２年度赤村簡易水道特
別会計予算

議 案
第19号

　住宅新築資金等貸付事業特別会計の歳入・歳出予算総額
はそれぞれ2千7百34万1千円で、前年度比4.91パーセン
トの減額となっており、貸付金元利収入による前年度繰上
充用金の減によるものです。

令和２年度赤村住宅新築資
金等貸付事業特別会計予算議 案

第20号

　後期高齢者医療特別会計の歳入・歳出予算総額はそれぞ
れ4千9百39万5千円で前年度比4.81パーセントの減額と
なっており、被保険者の減少に伴うものです。

　梅ノ木ため池訴訟において、土地関係者の内、1名と和
解について成立したため、地方自治法第96条第1項第12
号の規定により議会に報告し承認するものです。

令和２年度赤村後期高齢者
医療特別会計予算

専決処分の承認を求めるこ
とについて

議 案
第21号

承 認
第1号

可
　
　
　
決

承 

認

結
　
　
果



議　　　案　　　名番　号
春
本

馬
田

大
場

三
橋

佐
武原小

林
浦
野

中
村

議　　員　　の　　賛　　否

○…賛成　　×…反対　　△…挙手しない

結
　
　
果
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○…賛成　　×…反対　　△…挙手しない

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤村集会所等整備に係る受益者分担金徴
収条例の制定について

赤村課設置条例の全部を改正する条例の
制定について

議　案
第 5号

議　案
第 6 号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会の議員その他非常勤の職員の公務災
害補償に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議　案
第 7号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別職の職員で非常勤のものの報酬お
よび費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議　案
第 8号

赤村国民健康保険税の一部を改正する
条例の制定について

議　案
第 9号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
赤村営住宅設置および管理条例の一部
を改正する条例の制定について

議　案
第10号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
赤村水道事業給水条例の一部を改正す
る条例の制定について

議　案
第11号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
赤村農と食の交流館の設置および管理運
営に関する条例を廃止する条例について

議　案
第12号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度赤村一般会計補正予算（補正
第４号）

議　案
第13号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度赤村国民健康保険特別会計補
正予算（補正第２号）

議　案
第14号

令和元年度赤村簡易水道特別会計補正予
算（補正第３号）

議　案
第15号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和元年度赤村後期高齢者医療特別会計
補正予算（補正第１号）

議　案
第16号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和２年度赤村国民健康保険特別会計
予算

議　案
第18号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和２年度赤村簡易水道特別会計予算
議　案
第19号

令和２年度赤村一般会計予算議　案
第17号
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議　　　案　　　名番　号
春
本

馬
田

大
場

三
橋

佐
武原小

林
浦
野

中
村

議　　員　　の　　賛　　否

令和2年度第１回田川地区斎場組合議会定例会 期日/令和2年3月26日
場所/田川青少年文化ホール

　田川青少年文化ホールにおいて開催されました。諸般の報告など５案件について報告および議決されました。

議案については、原案のとおり可決されました。

諸般の報告　平成31年度・令和元年度経過月分の出納検査について

報告第１号　管理者専決処分の報告並びに承認を求めることについて

（専決第１号　田川地区斎場組合会計年度任用職員の給与、費用弁償および旅費に関する条例の制定について）

報告第２号　管理者専決処分の報告並びに承認を求めることについて

（専決第２号　地方公務員法および地方自治法の一部を改正する法律の制定に伴う関係条例の整備に関する条例

の制定について）

報告第３号　管理者専決処分の報告並びに承認を求めることについて

（専決第３号　田川地区斎場組合職員の給与に関する条例の一部改正）

議案第１号　令和２年度田川地区斎場組合一般会計予算

令和2年度田川東部環境衛生施設組合議会第1回定例会 期日/令和2年3月26日
場所/田川地区消防本部

　田川地区消防本部において開催されました。３案件について議決され、原案のとおり可決されました。

議案第１号　田川東部環境衛生施設組合職員定数条例の一部を改正する条例について

議案第２号　令和元年度田川東部環境衛生施設組合一般会計補正予算（第２号）を定めることについて

議案第３号　令和２年度田川東部環境衛生施設組合一般会計を定めることについて

赤村監査委員先進地視察研修 期　日/令和2年2月25日～26日
視察地/熊本県産山村

　視察先の産山村の人口は、619世帯の1,548人で、赤村と同じく

基幹産業は農林畜産業です。産山村には池山水源と山吹水源の二つ

があり、観光的にも有名で、また名水百選にも選ばれています。農

業では鯉を田に放す「鯉農法」や有機農業、無農薬、牧畜では「産

山ブランドあか牛」、観光では「ヒゴダイ公園・キャンプ村」ロッ

ジでの宿泊や渓流釣りなどを行っています。

　視察の当日は、産山村の例月検査・監査が行われていて、「監査基準」

の制定などについて説明を受け、その後、事務局から村の人材育成

や新規就農者の受入れ事業の説明もしていただきました。村の財源

　

としては過疎や辺地対策、中山間などの制度事業を上手く活用していることが伺えました。

　職員一人ひとりの応対や表情、雰囲気が素晴らしく、また村のことをマスターしていて、担当でない他の事業

のことを尋ねても的確に答えていただき、大変有意義な研修をすることができました。

　なお、村の全世帯にテレビ電話を設置しているということでした。

○…賛成　　×…反対　　△…挙手しない

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度住宅新築資金貸付等特別会計
予算

令和２年度赤村後期高齢者医療特別会計
予算

議　案
第20号

議　案
第21号

○承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○専決処分の承認を求めることについて承　認
第１号

結
　
　
果


